
平成 26 年 7 月 16 日 

広島工業大学 機友会 

第 3 回（平成 25 年）広島工業大学機友会総会・懇親会開催 

 平成 25 年 11 月 9 日（土）午後 6 時から広島市内ＪＲ広島駅北口近くの広島ガーデンパレス  

において第 3 回広島工業大学機友会総会・懇親会を開催しました。 

              （参加者一堂による記念写真） 

【総会の部】 

 冒頭に会長より挨拶がありました。 

 新原会長挨拶 

   「仕事で海外によく出かけますが、その海外で仕事相手の方に広島工大の同窓生がおられた。   

  同窓生とわかると仕事がスムーズに進みました。日本がこれからグローバル化していく中で 

  とても心強く感じました。同窓生は宝です。これからもこのような機会を通じてお互いの絆を  

  深めて同窓生がお互い助け合って日本の技術で世の中に貢献していきましょう。」 

  と話されました。 

 引き続き、議題に入りました。 

審 議 

  議題１．坂本幹事長より説明がありました。 

   平成 24･25 年活動報告と････≪今後の活動計画≫ 

    ①総会・懇親会開催；第 3 回総会開催････≪2 年後第 4 回総会開催予定≫ 

    ②役員会の開催；2 年間に 14 回開催････≪同程度開催予定≫ 

    ③組織の強化；企業訪問による会社幹事の開拓、 現在 62 社 

             ････≪引き続き訪問活動を継続します。ご協力をお願いします≫ 

    ④企画活動；中国技術視察団の準備････≪尖閣問題で様子見。継続して検討します≫ 

 

 議題２．竹田会計より説明がありました。 

   平成 24･25 年会計報告（平成 25 年 10 月末締切り） 

    ①繰り越し  888,673 円（平成 22 年繰越金+第 2 回懇親会会費） 

    ②支出    480,883 円（第 2 回懇親会準備、同開催経費+第 3 回懇親会準備経費他） 

    ③残金    407,790 円 

 



   議題３．坂本幹事長より説明がありました 

役員体制 

       名誉会長 機械システム 姜主任教授 知能機械 中村主任教授 

       顧  問 小西正明（'68） 

       会  長 新原一三（’68） 

       副 会 長 玉田康荘 (’70) 

       幹 事 長 坂本幸雄 (’70)  副幹事長 中林竪志 (’78) 山下和彦（’80） 

       書  記 山本武雄（’77）  

会  計 竹田 睦（’98） 上田順一（’98） 会計監査 浜田 誠（‘75） 

幹  事 吉見伊織（’68）＊寺尾康博（’69） 井上睦行（’70） 内田和博（’71） 

            松村拓典（’76）＊永見勇騎（’08）＊横道千也（’08）＊戎本圭祐（’08）  

 

   以上の議題１～３について一括して採決を取られました。 

   賛成多数で、可決されました。 

 

  以上で総会の部を終了し、引き続き懇親会の部に移りました。 

 

【懇親会の部】 

 司会は新幹事の永見さんが担当されました。 

最初にご来賓の方の紹介させていただき、ご来賓を代表して鶴学長先生からご挨拶をいただきま

した。 

鶴学長先生のご挨拶 

「 機友会総会に沢山のＯＢが集まっていただき大変うれしくおもいます。 

本学の卒業生が 4 万人をこえました。今年の入学式でＯＢの数の話をしました。 

卒業生 4 万人の内、2 万人が広島県内で活躍しています。 

広島の物造りを広島工大卒業生が支えています。広大の卒業生より数が違う。 

その物造りの主力が機友会の方たちです。 

多くのいろいろなところで広島工大の卒業生が支えています。 

先日広島工大の大学祭で男女一組の卒業生にあいました。 

2004 年卒山磨 誠治さんと楠本珠央（たまお）さんです。      

知能機械の和泉ゼミの卒業生で、結婚されて家庭をもたれています。 

お二人とも広島工大が大好きで、生まれた子供に滉奈（こうだい）という名前をつけられました。 

卒業生が活躍してくれる。母校を訪ねてくれる。 

工大が大好きですといわれることが私はいちばんうれしい。 

そのためにも機友会の皆さんが温かい心で後輩を見守っていただき、 

厳しい指導で後輩を育成していただきますようお願いします。」 

  と述べられました。 

 

乾杯の音頭を第一期卒業生の吉見さんがとられ、宴に入りました。 

母校の現状紹介が行われました。 

引き続き、全員による自己紹介が行われました。 若い方から年配の方まで、次々と壇上に立ち熱

弁を振るわれ大盛況でした。 

広島工業大学ののぼり旗を背に、全員で大学歌を斉唱しました 



 

中締めは、玉田副会長がされました。 

    〇鶴理事長先生はじめ多くの先生方に参加して頂いたお礼。 

    〇予想を超える会員の皆様に参加して頂いたお礼。 

    〇機友会発足の目的を明らかにし、会員同志の絆を密にし、強固な組織にしよう。 

    〇母校が名実ともに発展してきている。 

    ○我々は母校の応援団として温かく見守り、協力して行こう。 

    お礼と決意表明でした。 

    

「一本締め」で懇親会は中締めとなりました。 

 

次に、全員で記念撮影をして終了しました。 

 

 

今年の特徴は、若い方の多くの参加があった事でした。ありがとうございました。 

次回も多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （総会の司会を担当された坂本幹事長）   （総会の冒頭挨拶される新原会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （会計報告をされる竹田会計担当）    （ご来賓の方々を紹介される内田幹事） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ご来賓を代表してご挨拶される鶴学長先生） （学内機械系の先生方を紹介される内田幹事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （大学の近況を説明される内田幹事）    （懇親会の司会をされた永見幹事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （にぎやかな懇親会の状況）       （にぎやかな懇親会の状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （各卒年ごとの自己紹介の様子）       （懐かしく懇談する同期生） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （懐かしく懇談する同期生）           （懐かしく懇談する同期生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （懐かしく懇談する同期生）          （懐かしく懇談する同期生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （参加者全員での大学歌斉唱）        （参加者全員での大学歌斉唱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （中締めの挨拶をされる玉田副会長）      （参加者全員での一本締め） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                （参加者一堂による記念写真） 

 

 

 


